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内容： 

 ディスプレイ上で見た画像をプリントアウトしてみたら，色が違って

いたという経験をなさった方は多いと思います．ディスプレイやプリ

ンタが表現できる色の領域が異なるということが理由の一つにあり

ます．そのために，色の管理（カラーマネージメント）が必要になり

ます．また，色の再現においては，「忠実に」再現することよりも，時

にはどのようにしたら，「好ましく」見えるのかといった心理的要素

が重要になってくることがあります． 

 その一方で，私たちが知覚している色は，個人によって微妙に

違っており，ある人が「同じ色だ」と思っても，他の人にとってはそ

れが「違う」色として知覚されることがあります．色の違いがなぜ起

きているかは興味深い問題ですが，眼光学系やセンサである錐体

の感度などに影響されているといわれています． 

このような，色の知覚や色再現に関する研究を，「心理物理実験」

とよばれる手法をメインに用いて，幅広く行っています． 
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異種メディアでは等色条件に個人差が存在 

色の知覚メカニズムに個人差が存在 


